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本市の普通会計における財政状況について、各種財政指標を用い、人口４０万人以

上の中核市との比較も交えて分析してみました。

平成にはいってから、社会資本整備のための財源、あるいは減税補てんとして、市

債（市の借入金）発行額が増加するとともに、その残高も大きく増えました。それに

伴い公債費（市債の元利償還額）が増加したため、公債費比率、起債制限比率、経常

収支比率といった財政の健全性、弾力性を示す財政指標の悪化が顕在化しました。

また、市の貯蓄ともいえる財政調整基金、あるいは減債基金は、中核市の中でも低

い水準でした。

しかし、これらの数値は平成９年度以降、中期財政計画に基づく財政運営や行財政

改革の取り組みなどにより、着実に改善しつつありますが、今後も財政健全化の努力

が必要です。

(1) 市債現在高及び公債費の推移

市債現在高は、平成９年度の３，１２８億円から、平成１１年度のピーク時には

３，２４１億円と増大しましたが、その後は次第に減少傾向にあり、平成１９年度

は２，７８１億円となっています。その償還である公債費も、平成９年度の３３７

億円、平成１４年度のピーク時には４２４億円と増大しましたが、その後減少に転

じ、平成１９年度には３２２億円となっています。

なお、平成１９年度の地方債現在高には臨時財政対策債４０７億円が含まれてお

り、それを除くと実質は２，３７４億円となります。 （普通会計）
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(2) 公債費比率及び起債制限比率、実質公債費比率の推移

公債費比率は、平成８年度に危険信号とされている２０％を超えましたが、平成
１２年度をピークに減少しています。平成１９年度は、１９．３％になり、また起
債制限比率も１４．４％となっています。また、平成１７年度より設けられた新た
な財政指標である実質公債費比率は、平成１９年度は１３．９％となりました。

(3) 市民一人当たりの市債現在高、公債費比率及び起債制限比率の状況

市民一人当たりの市債残高は、約４２２千円（H1８：４３１千円）と１８市の中
でも７番目（H1８：２０市中８番目）の額となっております。また、公債費比率に
ついても４番目（H1８：２０市中３番目）、起債制限比率については、２番目
（H1８：２０市中２番目）に高くなっています。

（普通会計）
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(6) 経常収支比率及び財政力指数の推移(4) 財政調整基金及び減債基金現在高の推移

財政調整基金は、平成３年度の１０３億円をピークとして年々減少し、平成８年
度には、２９億円にまで落ち込みました。その後、増加傾向となり、平成１９年度
末には１１０億円と、平成３年度のピークを超えています。
減債基金は、平成４年度のピーク時には４０億円あったものが、平成１９年度末
では９億円と減少しています。

(5) 市民一人当たりの財政調整基金及び減債基金現在高の状況

財政調整基金、減債基金現在高合計１１９億円を、市民一人当たりにすると、現
在高は１８千円（H1８：1８千円）となり、２０市中第１０位（H1８：２０市中１
３位）となっています。
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(6) 経常収支比率及び財政力指数の推移

財政の弾力性を見る経常収支比率は上昇傾向を示し、平成５年度には、一般的に
妥当といわれる７５％を超え、平成８～１０年度をピークとして、その後減少傾向
にありましたが、平成１６年度に国の三位一体の改革による地方交付税の大幅な減
少等の影響を受けて８７．８％と大幅に増加し、平成１９年度は、９２．０％にな
っています。
また、都市の財政力を示す財政力指数は、税収の低迷等を反映し、平成７年度を
ピークに年々低下傾向を示していましたが、ここ数年は上昇傾向となっています。
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((7) 経常収支比率及び財政力指数の状況

経常収支比率９２.０（H1８：8９.５）は中核市の中で中位であり、財政力指数
は 0.７０９（H1８：0.６８８）と上昇傾向にあるものの低位にランクされていま
す。

経常収支比率 １８市中第１０位（H1８：２０市中１２位）
財政力指数 １８市中第１６位（H1８：２０市中 1８位）
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